












・もうひとつの代替案 

企画としては可能性は広がったものの、成果報告

会が終えてからの日程しかおさえることができな

かった。報告会までになにか形に残したいと思い、

ほかのイベント企画へと挑戦した。イベント参加の

募るお声かけというチャンスをつかみ、11 月 2日

(日曜日)に京エコロジーセンターにて「紙フェス」

の参加に至った。古紙や資源の活用をテーマに、私

は新聞紙を用いて家庭でできる楽しい新聞遊びを

子どもたちとワークショップをすることにした。 



３、活動の成果 

・紙フェスの開催 

11 月 2 日（日曜日）  京エコロジーセンターにて「紙フェス」に参加した。 

午前 10 時から 16 時にかけてイベントをし、その 6時間の間、終始子どもたちの集まり

は絶えることはなかった。参加者は小学生低学年を想定していたが、幼稚園児がメイン

の参加がメインとなり、はさみの使い方もままならない子どもたちが多かった。 

 新聞紙でかぶと作りや花びらのステッキなどを教えながら新聞でのワークショップ

に取り掛かった。そのなかで、ロケットとその発射台を作った子、わなげをつくった子

などアイデア満載のものづくりに非常に驚いた。 

 そのなかで、子どもたちへ簡単なアンケートを実施した。 

１、新聞紙遊びは楽しいと感じているか。 

２、新聞紙で遊んだことはあるか。(あればどこで、何を作ったかなど) 

３、今回の新聞紙遊びで工夫したところ 

４、周りのお友達がつくったものの評価、感想 

５、新聞紙はリサイクルできると知っているか。(その後何になるか) 

６、また新聞紙で遊びたいと感じたか。 

１と６の感想に「楽しかった」や「また遊びたい」という回答が 100％得られたことは、

このイベントの成果ではないかと思う。 

３に関して、「固定することが難しかった」など新聞紙の質にかんする回答が得られた

ので、新聞紙が一枚ではなく何枚も重なれば丈夫なものとなることへの気づきを提供す

ることができた。 

「紙フェス」イベントの様子 




